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Abstract
Yellow sand, that is, a heavy dust storm over the Far East is studied from a view-
point of statistical and synoptic meteorology. Secular variation of annual number of days
with yellow sand at Nagasaki is shown for the 62-year period between 1914 and 1975.
The mean annual number of days is 5.3 days and 85 percent of them belong to spring.
The travelling velocity of dust particles estimated from the surface observations in
Japan islands almost corresponds to the westerly wind at an altitude of 4km. The size
distribution of yellow sands collected at Nagasaki agrees with the power law distribution
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する高度で黄砂が運ばれるとみなすことができる。従って，第4図の場合，黄砂は高度約4000m
の風に乗って移動しているものと考えられる。
　このような手続きで，黄砂の移動速度から黄砂の飛行高度をまとめたのが第1表である。地上
での黄砂出現分布は比較的まばらであるため，前面の引き方は一意的でなく，若干のあそびが生
ずる。そのため，移動方向を16方位で明確に決めかねる場合があり，おおむね8方位で移動方向
を推定している。　この表より，黄砂の推定される平均飛来高度は約4000mであり，最も低いも
ので2500m，最も高いもので5500mあることがわかる。この平均高度は淵（1939）の記述とよく
一致し，Idso（1976）の記述より1kmほど高い。
5．黄砂粒子の粒径分布
　1977年春に黄砂粒子を採集し，光学顕微鏡により写真撮影を行ない，その粒径分布を求めた。
採集にはグリセリソを用い，外気をとり込んだ深さ17cmのガラス製デシケーターの底にこのグ
ラスを置き，ふたを密閉して翌日まで放置した。この放置時問は20時間以上もあり，光学顕微鏡
下で間題になる直径1μの粒子が17cmを静かに降下するに要する時間（約2時間）に比べて十分
に長い。翌日そのスライドグラスにカパーグラスをかけたのち，大粒子は100倍で，小粒子は400
倍で写真撮影を行なった・松平（1938）は神戸で同様のスライドグラスを用い，1～2分間風に
直角に露出するという方法で粒径測定を行ない，直径25μのものが最も多いと報告している。し
かし，このような方法では微小な粒子は気流とともに吹き流されて捕捉されない可能性が強いか
ら，黄砂を沈降させる方法が有利である。実際の採集は1977年の2月24日と3月15日に行なわれ
た。この両日とも第1表に掲げられていることからも推察されるように，全国的な規模の大きい
黄砂で，長崎では視程が1～2kmまでに低下した。採集された粒子が黄砂であることを確かめ
る目的で他日同様の方法で大気工一ロゾルの採集を行なったが，通常の日には顕微鏡下で粒子が
ほとんど認められないことを確認した。従って，厳密にはスライドグラス上の粒子がすべて黄砂
であると断言できないわけであるが，通常では起り得ないことからほとんどは黄砂とみなしてよ
いであろう。
　第6図はこのようにして得られた粒径分布である。この図の横軸はμ単位の直径を示し，縦軸
は1cm3当りの粒子密度で単位直径幅1μで計算されていることを表わす。両目の場合とも1μ～
5μの小粒子が圧倒的に多く，全粒子数の75％は5μ以下のものであった。また，スライドグラス
上に現われた最も大きい粒子の直径は200μであった。　直径1～2μの粒径の小さい領域で粒子
密度が落ち込んでいるが，これは光学顕微鏡および写真フィルムの解像力の限界によるものと考
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　　第6図　長崎で得られた黄砂粒子の粒径分布
1000
える方が自然であろう。ところで，この図は黄砂の粒径分布が指数法則で近似できることを示唆
している。すなわち，半径rとr＋drの間にある粒子の数をn（r）drとすれば
　　　　　　　　n（r）＝Cr－7　　　　　　　　　　　　　　　　　（1）
と表わされる形はJungeの指数分布と呼ばれているが，半径で2μから50μの広い領域にわた
って黄砂は7が3。0～3。5程度の値で（1）式が成り立っている。ただし，Cは比例定数である。こ
のγの値は通常の大陸性工一・ゾルの代表値7＝4．0に比べるとやや小さく，黄砂は相対的に大
粒の粒子が卓越していることをあらわしている。黄砂の機構を考慮すれば，大粒の粒子が多い分
布になるのは当然のことと言える。
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6．考 察
　比較的入手しやすい気象資料をもとに黄砂についていくつかの面から解析を行なったが，先人
の業績を時間的に延長し追試を試みたものも少なくない。さらに，本研究の黄砂についての記述
の一部には明瞭な証拠を欠くものがあり，厳密にはまだ推察の段階の議論も含まれている。たと
えば，中国北部や朝鮮半島での黄砂出現数について若干の疑間を示したが，最近の気象衛星によ
る観測はこの間題に明快な結論を与えてくれるものと期待でぎる。また，黄砂粒子群の移動速度
も同様の資料からより正確に決定できるであろう。その意味で，濃密な黄砂だけしか同定できな
いものの，静止衛星による資料の蓄積は時間変化が明瞭に把握できる点で大いに期待される。
　さらに，民間航空機の往来の多い今日においては，パイワットが行なう気象記録の中に黄砂の
記録を発堀できる可能性も十分ある。このような記録は，特に，黄砂の上限を高層資料から得ら
れるものと対比させることが出来るから，非常に有益なものとなる。従って，黄砂も本格的に立
体的に追跡される時代に入ったと言える・
　粒径分布については，他のエー・ゾルと同じように指数法則に従うものと考えられるが，本研
究では光学顕微鏡による観察のみであるから数μ以下の小粒子については明言できない。その意
味でも，電子顕微鏡による観察を併用し，より広範な粒径の領域についてその分布を明らかにす
ることが残されている。その際，黄砂粒子と非黄砂粒子の判別が特に小粒径領域で問題になる可
能性があり，十分な配慮が必要になるものと考えられる。
　最後に，黄砂は大気混濁の極端な例として研究の対象になるばかりでなく，大気の大規模で立
体的な運動を体験的に児童・生徒に説明できるから，．気象教育上も有益な素材として活用でぎる
ものと考えられる。
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